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問1 地方自治体が、地域に住む住民の願いをとり入れて行う仕事として、正しいものはどれですか。

1. 裁判を行って、事件や争いごとを解
決すること

2. 日本全体の予算を決めて、外国との
外交を進めること

3. 外国と条約を結んだり、新しい法律
をつくったりすること

4. さまざまな施設をつくったり、災害
時の救援や復興のために働いたりする
こと

問2 天皇が国事行為を行うとき、だれの助言と承認が必要ですか。
1. 内閣 2. 都道府県知事 3. 裁判所 4. 国会

問3 国の平和と安全を守るための機関としてつくられた組織は何ですか。
1. 警察庁 2. 海上保安庁 3. 消防庁 4. 自衛隊

問4 国会の二つの院のうち、任期が4年で、途中で解散されることがあるのはどちらですか。
1. 衆議院 2. 内閣府 3. 最高裁判所 4. 参議院

問5 選挙で自分たちの代表を選ぶなど、国民が国の政治に参加する権利のことを何といいますか。
1. 自由権 2. 参政権 3. 生存権 4. 平等権

問6 国会が国の政治において、もっとも大切にしていることは次のうちどれですか。

1. 国の大臣たちだけで法律を作ること
2. 国会以外の機関が考えたことをその
まま認めること 3. 外国との条約を一人で決めること

4. みんなで話し合い、多数決で方針を
決めること

問7 裁判所が、争いごとや犯罪を解決するときに、判断の基準とするものは何ですか。
1. 外国のきまり 2. ニュースの評判 3. 個人の意見 4. 憲法や法律

問8 人が生まれながらにしてもっている、人間らしく生きる権利を保障する、日本国憲法の3つの原則の1つを何といいますか。
1. 地方自治 2. 基本的人権の尊重 3. 国民主権 4. 平和主義

問9 日本国憲法では、国の政治を決める力は誰にあると決められていますか。
1. 国会議員 2. 天皇 3. 国民 4. 総理大臣

問10 日本の基本となる憲法である「日本国憲法」が、実際に効力をもつようになった（施行された）日はいつですか。
1. 1947年5月3日 2. 1950年6月25日 3. 1946年11月3日 4. 1945年8月15日

問11 衆議院が解散されたとき、新しく議員を選ぶために行われる選挙のことを何といいますか。
1. 住民投票 2. 地方選挙 3. 総選挙 4. 補欠選挙

問12 日本国憲法において、天皇は国や国民のまとまりの何であると定められていますか。
1. 支配者 2. 象徴 3. 首長 4. 代表

問13 選挙で、有権者（ゆうけんしゃ）のうち実際に投票した人の割合のことを何といいますか。
1. 政治参加 2. 国民主権 3. 投票率 4. 選挙権

問14 日本国憲法が「平和主義」を掲げて、戦争をしないと決めているのはなぜですか。
1. 新しい兵器を作るため 2. 外国の領土を広げるため 3. 軍隊を強くするため 4. 世界中の国と仲良くするため

問15 国会には「衆議院」と「参議院」の二つの院がありますが、任期が6年で、途中で解散することがないのはどちらの院ですか。
1. 衆議院 2. 地方議会 3. 内閣 4. 参議院

問16 日本国憲法の原則の1つである「基本的人権の尊重」において、保障されている権利はどのようなものですか。
1. 外国と戦争をするときに、武器をも
つ権利

2. 人が生まれながらにしてもってい
る、人間らしく生きる権利

3. 国が国民にあとからあたえる、特別
な仕事をする権利

4. 特定のきまりを守った人だけがもら
える、お金をかせぐ権利

問17 内閣が「閣議」を開いて話し合いを行う一番の目的は何ですか。

1. 国民全員の意見を直接聞くため 2. 裁判官の判決の内容を決めるため
3. 国会で使う予算の使い方をテストす
るため 4. 内閣として一致した決定を行うため

問18 内閣が国の政治を進める中心となって活動するとき、その最高責任者となるのは誰ですか。
1. 内閣総理大臣 2. 衆議院議長 3. 天皇 4. 最高裁判所長官
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答え合わせ・解説　No.1

問1 答え 4
さまざまな施設をつくったり、災害時の救援や
復興のために働いたりすること

地方自治体は、住民の願いをもとに施設をつくったり、災害が起きたときの救援や復興のた
めに働いたりします。

問2 答え 1
内閣

天皇が国事行為を行うには、内閣の助言と承認が必要であると憲法に定めされています。

問3 答え 4
自衛隊

国の平和と安全を守るための機関としてつくられた組織を「自衛隊」といいます。

問4 答え 1
衆議院

衆議院は国民の意見をより早く反映させるため、任期が4年と定められており、内閣総理大
臣の判断などによって任期の途中で解散されることがあります。一方、参議院には解散がな
く、任期は6年と決まっています。

問5 答え 2
参政権

選挙で代表を選ぶなど、政治に参加する権利のことを参政権といいます。

問6 答え 4
みんなで話し合い、多数決で方針を決めること

国会は、国民から選ばれた代表が集まって、国の政治の方針について意見を交わし、最後は
多数決で物事を決定する大切な機関です。特定の個人だけで決めるのではなく、話し合いを
通じて決めることが民主政治の基本となっています。

問7 答え 4
憲法や法律

裁判所は、個人の意見や評判ではなく、憲法や法律にもとづいて公正に判断を行います。

問8 答え 2
基本的人権の尊重

人が生まれながらにしてもっている、人間らしく生きる権利を保障することを基本的人権の
尊重といいます。

問9 答え 3
国民

日本国憲法の大きな柱の一つである「国民主権」は、国をどうするかを決める最終的な権利
が国民にあるという考え方です。日本が民主的な社会であるための最も大切な原則です。

問10 答え 1
1947年5月3日

日本国憲法は、1946年11月3日に公布（発表）され、翌年の1947年5月3日に施行（スター
ト）されました。

問11 答え 3
総選挙

衆議院の解散によって議員の身分が失われるため、新しい議員を選ぶために全国で行われる
選挙を総選挙と呼びます。総選挙の結果によって、国会の勢力図が大きく変わることがあり
ます。

問12 答え 2
象徴

日本国憲法では、天皇は国や国民のまとまりの「象徴」であると定められています。

問13 答え 3
投票率

投票率は、選挙に行ける権利を持つ人たちが、実際にどれくらいの割合で投票所へ足を運ん
だかを示す数字です。この数字が高いほど、多くの人が政治に関心を持っていることになり
ます。

問14 答え 4
世界中の国と仲良くするため

日本国憲法の平和主義は、二度と戦争の苦しみを繰り返さないという誓いから生まれまし
た。戦争を放棄することで、世界の人々と平和に暮らすことを目的としています。

問15 答え 4
参議院

参議院は任期が6年と決められており、衆議院のような解散という仕組みがありません。こ
れにより、じっくりと時間をかけて慎重に話し合いや法律の検討ができるようになっていま
す。

問16 答え 2
人が生まれながらにしてもっている、人間らし
く生きる権利

基本的人権は、人が生まれながらにしてもっている、人間らしく生きるための大切な権利で
す。

問17 答え 4
内閣として一致した決定を行うため

内閣は行政の仕事を行うチームのような存在です。メンバーである大臣たちがバラバラな考
えで動かないように、閣議を通じて内閣としての意見を一つにまとめ、国の方針を決定する
ことが大切なのです。

問18 答え 1
内閣総理大臣

内閣総理大臣は内閣のリーダーであり、国の政治を進める行政のトップです。各省庁をまと
める国務大臣を任命するのも内閣総理大臣の重要な役割です。


